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Need-based model 
■Need-basedモデルの意義 
従来のアクティビティモデルは
活動を独立に捉えてきた． 
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ある活動が他の活動に対する欲
求を和らげたり，同じ日に行な
うと効用が高まったりといった
活動間の相互作用がある． 

プログラムの配置は都市の空間
計画についても本質的． 

1. 

ツアーの選択，
逐次的な活動
の選択 



Need-based model 
■なぜやられてこなかったのか？ 
▶従来の調査＝断面的 
抽出された個人に対して，特定の週の特定の1日の活動
データのみが記録されてきた． 

▶近年の調査＝連続的 
同一個人に対して，複数日に渡る観測が行われるよう
になってきている． 

活動の周期性，多様性についての情報が得られる． 

2. 



Need-based model 
■どういうものか？ 

3. 

すべての活動は，特定の
潜在欲求を満たすために
発生する． 
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活動を行なうのは，効用関数が閾値　　　を超えたときとする． 
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つまり，　　日目以降，　　日目に初めて活動　　が行われる確率は， 

€ 

s

€ 

d

€ 

i

€ 

Pni(d | s) = Pr[Unid (s) > und
0 ,Uni,s<k<d (s) ≤ und

0 ]

€ 

(4)

■基本的なNeed-basedモデル 

活動の周期性を含んだ定式化がなされている． 
→活動間の相互依存性を含むものへ拡張を行なう． 



Interaction between activities 5. 
■活動の相互依存性を考慮 
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：欲求を満たし合う/同じ日に行なうと効用が高い 

：他方の欲求を高める（/同じ日に行なうと効用が低い？） 

活動間に存在する相互関係をモデル式に組み入れる． 



Interaction between activities 6. 
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δ ij ：活動　を行なったときの活動　の欲求の増分 

€ 

i

€ 

j

€ 

ϕij
€ 

Idj ：　日目に活動　を行えば1，それ以外は0 
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α jd ：　日目の活動　の基本的な効用 
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■活動の相互依存性を考慮した定式化 

他の活動の欲求を高
めた分効用が下がる 



■活動の相互依存性を考慮した定式化 
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▶成長率，閾値の関数（　　：説明変数） 
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勤務時間等 

Interaction between activities 7. 

€ 

α,β,µ,δ,ϕ の値を推定によって求める． 



Estimation 8. 
■MXLモデルによる推定 

▶選択確率（　　日目以降，　　日目に初めて活動　　が行われる確率） 
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ε2nid：i.i.d. ガンベル分布 ：平均0，分散σの正規分布 
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　　　　日目 ～　　　　　日目までの間に活動　　が行われない確率は 
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（　　　　　　　　　　　　　　） 

Estimation 9. 
■MXLモデルを用いた推定：尤度関数 
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このとき，観測された全サンプル　　に対する尤度は， 
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：1 or 0 ：モデルに含まれるすべてのパラメータ 

MXLモデルではシミュレーションによって尤度（選択確率）の近似値を求める． 

：乱数の発生回数 ：　回目の乱数による　　　のベクトル 
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Estimation 10. 
■ベイズ推定 
・尤度関数がなめらかでない（微分できない）． 
・活動の選択確率が複数日に渡って依存関係を持つ（入れ子になっている）． 

最適化計算に時間がかかりすぎる　→　ベイズ推定を用いる． 
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K(θ i) ：事前/事後確率分布 
：m個中，i番目のパラメータ 
：1～(i-1)，(i+1)～m番目のパラメータベクトル 

：n回目までの観測結果（　　　　） 
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Design of the Survey 11. 

1) 個人，世帯属性：Socio-economic and demographic variables 

■調査で何を聞くか。 

2) 活動情報：The activity pattern of the day before 

3) 活動履歴：History 

4) 勤務時間：Time budgets 

性別，年齢，家族構成，年収，住居タイプ，教育レベル，子供（数，末っ子の年齢），居
住エリア，車の利用可能性，免許の有無 

活動時間，移動時間，予定（計画していた時間），同行者 

前に活動を行なった日（カレンダーで示す or 何日前か尋ねる） 

典型的な週の1日の勤務/就学時間と旅行時間．毎週行なう活動． 



Result 12. 

・βが大きいほど，欲求の高まりが早い：属性による違いが表れている． 
・αは基本的な活動の効用に対するパラメータ：何曜日に行われやすいか． 



Result 13. 

・Social visitがSportsの欲求を減らす：Sportsは人に会う目的も含む？ 
・Non-daily shoppingとLeisureは同じ日に行なうと効用が高い． 



Conclusion 

•  Need-basedモデルによって経時的な活動発
生のメカニズムを表現した． 

•  潜在欲求に働く活動間の相互作用を考慮
し，活動の代替効果，相乗効果を明らか
にした． 

14. 


